
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
５
月
９
日
か
ら
受

講
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

講
習
は
、
不
動
産
相
続
事
案
の

解
決
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し

「
不
動
産
の
プ
ロ
」
と
し
て
オ

ー
ナ
ー
の
相
続
相
談
に
適
切
で

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
え

る
相
続
支
援
の
専
門
家
育
成
を

目
指
す
日
管
協
の
独
自
資
格
リ

ス
キ
リ
ン
グ
事
業
で
す
。

　

講
習
修
了
後
に
行
わ
れ
る
試

験
通
過
で
独
自
資
格
「
相
続
支

援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
取
得

で
き
ま
す
。
日
管
協
は
独
自
資

格
取
得
後
も
定
期
的
な
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や

実
務
上
役
立
つ
ツ
ー
ル
を
提

供
、
技
能
ス
キ
ル
向
上
に
向
け

て
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
今
後

も
充
実
さ
せ
ま
す
。
相
続
支
援

コ
ン
サ
ル
資
格
者
は
、
さ
ら
に

実
践
研
修
や
事
例
発
表
な
ど
を

グ
ル
ー
プ
で
討
論
し
内
容
を
煮

詰
め
る
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
実
践
講
習
を
受
講
し
認
定
試

験
に
合
格
す
れ
ば
上
位
資
格
の

上
級
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
を
背
景
に
相

続
相
談
の
需
要
が
増
加
し
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
相
続
支
援

コ
ン
サ
ル
受
講
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
資
格
者
数
は
18
年
の
１

６
８
３
人
か
ら
24
年
に
３
２
０

０
人
超
と
倍
増
。
４
月
か
ら
不

動
産
の
相
続
登
記
義
務
化
が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
今
後
も
相

続
問
題
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る

と
見
ら
れ
る
中
、
資
産
管
理
業

と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
管
理

業
の
必
須
資
格
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
講
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
受
講
費
用
な
ど
の
詳
細
は
日

管
協
Ｈ
Ｐ
参
照
。

違
反
広
告
に
注
意
を

　
　

近
畿
不
動
産
公
取
協

　

ネ
ッ
ト
広
告
で
賃
貸
物
件
の

景
品
表
示
法
上
の
厳
重
警
告
・

違
約
金
課
徴
事
例
が
増
え
て
い

る

―
近
畿
地
区
不
動
産
公

正
取
引
協
議
会
は
こ
う
注
意
喚

起
し
て
い
ま
す
。

　
「
契
約
済
み
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
を
サ
イ
ト
で
数
カ
月
広
告
し

た
」「
保
証
委
託
契
約
が
必
要

な
旨
の
記
載
が
な
い
」
な
ど
の

違
反
事
例
や
、
４
月
開
始
の
新

築
物
件
省
エ
ネ
性
能
表
示
制
度

ラ
ベ
ル
記
載
も
貸
主
に
促
す
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
信
用
を
大

き
く
損
ね
る
不
当
広
告
。
信
頼

確
立
へ
「
２
週
間
に
１
度
は
広

告
の
チ
ェ
ッ
ク
を
」
と
公
取
協

は
訴
え
て
い
ま
す
。

〝
西
の
近
畿
〟
視
野

　

２
月
27
日
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ

た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
で
太
田

ブ
ロ
ッ
ク
長
発
議
と
し
て
初
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
数
な
ど

支
部
間
で
格
差
が
あ
る
状
況
を
解

消
。
近
畿
全
体
が
１
つ
の
組
織
と

し
て
共
通
課
題
に
対
し
て
横
断
的

に
動
け
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
」
へ

の
移
行
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
、具
体
化
す
れ
ば「
東
の
本
部
、

西
の
近
畿
」
の
位
置
づ
け
確
立
も

視
野
に
入
り
ま
す
。
同
時
に
次
代

を
担
う
人
材
発
掘
・
育
成
も
進
め

日
管
協
全
体
の
体
力
強
化
と
社
会

的
信
任
の
向
上
に
も
つ
な
げ
る
の

が
狙
い
で
す
。

　

初
回
議
論
で
様
々
な
意
見
が
飛

び
交
う
中
、
太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
は

「
現
幹
事
の
皆
さ
ん
と
２
年
後
ス

タ
ー
ト
を
見
据
え
て
、
最
高
の
形

に
仕
上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
気
合

を
込
め
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
き

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
太
田
卓
利
ブ
ロ
ッ

ク
長
）
で
は
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
や
日
管
協
本
部
と
の
協
働
強
化

を
図
り
「
テ
ー
マ
を
決
め
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
横
断
的
に
活
動
」

で
き
る
よ
う
組
織
を
拡
充
す
る
改
革
案
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。「
近
畿
が
一
枚
岩
」
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

●
経
済
転
換
期
を
機
に
業
界
も
発
展
へ  

●
長
屋
再
生
な
ど
実
例
紹
介  

●
和
歌
山
県
に
新
支
部
長

「
管
理
業
認
知
の
証
」

末
永
前
会
長
が
万
感

褒
章
受
章
祝
賀
に
300
人

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
前

会
長
で
ア
ミ
ッ
ク
ス
前
社
長
の

末
永
照
雄
さ
ん
（
写
真
）
の
黄

綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
が
２
月
28

日
、
東
京
都
内
の
明
治
記
念
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
塩
見
紀

昭
日
管
協
会
長
や
高
橋
誠
一
全

国
賃
貸
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
協
会
名

誉
会
長
、
三
好
修
同
会
長
、
宮

野
純
全
国
賃
貸
住
宅
経
営
者
協

会
連
合
会
会
長
、
佐
々
木
豊
ア

ミ
ッ
ク
ス
社
長
ら
発
起
人
を
は

じ
め
３
０
０
人
超
の
関
係
者
が

集
い
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

　

塩
見
会
長
が
発
起
人
を
代
表

し
て
「
会
長
就
任
時
に
掲
げ
た

賃
貸
住
宅
管
理
業
の
法
制
化
を

在
任
期
間
の
６
年
間
で
見
事
に

成
し
遂
げ
た
。
法
成
立
で
賃
貸

住
宅
管
理
業
が
社
会
に
認
め
ら

れ
、
こ
れ
ほ
ど
の
喜
び
は
な
か

っ
た
。
業
界
の
模
範
と
し
て
友

人
と
し
て
ご
指
導
を
」
と
末
永

さ
ん
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

　

末
永
さ
ん
は
謝
辞
で
、「
受

章
は
賃
貸
住
宅
管
理
業
が
社
会

に
認
め
ら
れ
た
証
。
皆
さ
ん
と

喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と

万
感
込
め
て
語
り
ま
し
た
。

（
８
面
参
照
）

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大

阪
府
支
部
（
影
山
真
由
美
支
部

長
）
は
５
月
30
日
、
大
阪
市
北

区
梅
田
３
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

で
、
24
年
度
支
部
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
３
月
末
時
点
で
正
会

員
・
特
別
会
員
合
わ
せ
て
総
２

３
８
社
、
前
年
度
比
25
社
の
純

増
と
順
調
に
会
員
を
拡
大
、
支

部
発
展
を
通
じ
た
日
管
協
躍
進

へ
活
動
基
盤
の
強
靭
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
会
員
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
業
務
品
質
向
上
に
向
け
た

研
修
セ
ミ
ナ
ー
や
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
な
ど
の
精
力
開
催
や
、
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
の
交
流
の

拡
充
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
定
着

に
併
せ
た
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の

委
員
会
格
上
げ
と
い
っ
た
組
織

改
革
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
を

一
層
強
化
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て

会
員
満
足
度
を
引
き
上
げ
、
会

員
数
拡
大
に
引
き
続
き
取
り
組

む
方
針
で
、
支
部
総
会
で
そ
れ

を
宣
言
・
確
認
し
ま
す
。

　

総
会
で
は
活
動
報
告
と
会
員

懇
親
会
と
と
も
に
、「
震
災
の

現
場
か
ら
学
ぶ
管
理
会
社
の
対

応
」
を
デ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
。
元
日
早
々
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
活
動

期
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
地
震
災

害
に
備
え
る
た
め
、
管
理
会
社

の
取
り
組
み
や
地
震
発
生
時
の

対
応
に
つ
い
て
、
宮
野
純
日
管

協
副
会
長
、
南
賢
一
全
国
賃
貸

住
宅
経
営
者
協
会
連
合
会
事
務

局
次
長
が
、
阪
神
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
の
事
例
を
通

じ
て
心
構
え
や
具
体
的
な
措
置

・
対
策
な
ど
を
解
説
す
る
予
定

で
す
。（
３
面
に
関
連
記
事
）

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
へ

大
阪
府
と
協
定
を
締
結

　

大
阪
府
と
日
管
協
な
ど
不
動

産
関
連
４
団
体
は
４
月
５
日
、

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
損
耗
補
修

や
修
繕
費
用
負
担
な
ど
原
状
回

復
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
向

け
、「
民
間
賃
貸
住
宅
に
お
け

る
原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

向
け
た
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
賃
貸
借
当

事
者
双
方
へ
の
情
報
発
信
や
契

約
・
入
退
去
時
の
「
大
阪
府
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
配
付
・
説

明
の
実
施
、
周
知
啓
発
を
図
る

説
明
資
料
・
動
画
作
成
へ
の
協

力
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

｢近畿ブロック改革案｣発議
スケールメリットへ〝一枚岩〟

組
織
基
盤
強
靭
化
と
拡
充 

確
認

　

大
阪
府
支
部
、５
月
30
日
総
会
で

｢

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル｣
５
月
９
日
開
始

資
格
者
倍
増
、相
続
相
談
増
加
に
比
例

登
記
義
務
化
も
あ
り
、必
須
の
資
格
へ

昨年の総会も盛況だった

　

日
管
協
の
相
続
支
援
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
講
習
と
上
級
相
続
支

援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
24

日管きんき〈1〉

●大 阪 府 支 部
●京 都 府 支 部
●兵 庫 県 支 部
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令和 6 年
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前
面
道
路
接
道
要
件
を
満
た

さ
ず
既
存
不
適
格
と
な
る
な
ど

再
建
築
不
可
の
建
物
が
建
つ
路

地
空
間
に
着
目
し
「
子
育
て
支

援
空
間
」
と
し
て
再
生
・
整
備

を
進
め
る
都
市
居
住
推
進
研
究

会
（
高
田
光
雄
会
長
）
と
の
学

・
民
協
働
事
業
で
す
。
所
定
の

手
続
き
を
行
っ
た
う
え
で
、
路

地
裏
の
賑
わ
い
復
活
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
誘
導
す
る
「
路
地

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
「
あ

さ
ひ
長
屋
」
事
業
も
そ
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

従
前
の
６
区
画
を
４
区
画
に

集
約
、
２
方
向
避
難
の
安
全
性

を
確
保
し
た
２
本
の
路
地
を
再

整
備
し
、
新
築
４
軒
長
屋
へ
と

再
生
、
よ
り
安
全
性
が
高
く
快

適
で
住
み
や
す
い
新
規
物
件
と

し
て
供
給
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
建
物
外
観
は
古
都
に
ふ
さ

わ
し
い
町
家
風
へ
と
新
た
に
化

粧
直
し
し
て
い
ま
す
＝
建
物
外

観
写
真
。

　

同
社
の
西
村
孝
平
会
長
は
、

「
車
が
入
ら
な
い
路
地
は
安
心

し
て
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
場
で

あ
り
、
界
隈
の
賑
わ
い
空
間
と

な
る
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も
な

り
ま
す
。
子
育
て
世
帯
に
は
ぜ

ひ
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
し
て

ほ
し
い
。
同
様
の
問
題
に
直
面

し
て
い
る
地
域
に
と
っ
て
も
、

大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ

う
」
と
事
業
の
意
義
と
狙
い
に

つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
内
の
袋
路
は
約
４
３

３
０
本
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
に
面

す
る
住
戸
は
再
建
築
不
可
の
も

の
が
多
く
、
土
地
の
利
用
制
限

か
ら
資
産
価
値
が
低
く
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
う
え
、
安
全
性
の

低
下
や
都
市
防
災
上
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
歴
史
的
市
街
地
に

多
く
位
置
す
る
な
ど
古
都
特
有

の
事
情
も
あ
り
、
人
口
減
少
を

背
景
に
し
た
都
市
縮
小
下
で
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
の

面
か
ら
も
有
効
活
用
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
京
都

市
で
は
、
市
内
の
地
価
上
昇
に

よ
る
住
宅
コ
ス
ト
の
高
騰
で
住

宅
購
入
が
で
き
に
く
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
帯

を
中
心
と
す
る
若
年
世
代
の
市

外
流
出
に
歯
止
め
が
な
か
な
か

掛
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
一
石
を
投

じ
よ
う
と
八
清
で
は
賃
貸
住
宅

の
良
質
ス
ト
ッ
ク
化
に
踏
み
切

り
、
手
が
出
せ
に
く
く
な
っ
た

住
宅
取
得
に
対
し
て
賃
貸
居
住

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

住
居
費
負
担
軽
減
を
主
眼
に

置
い
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
居

住
者
の
子
供
の
数
に
応
じ
て
賃

料
を
引
き
下
げ
る
料
金
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
な
ど
キ
メ
細
か

な
制
度
設
計
が
特
徴
で
、
今
回

の
「
あ
さ
ひ
長
屋
」
に
も
採
用

し
て
い
ま
す
。
既
存
ス
ト
ッ
ク

の
活
用
な
の
で
空
家
発
生
を
防

止
し
な
が
ら
町
並
み
の
改
善
や

定
住
人
口
呼
び
戻
し
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

八
清
は
以
前
に
も
４
軒
長
屋

町
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、
子
供
の
遊
び
場
と
な
る
路

地
再
生
と
そ
れ
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
を
誘
導
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
さ
ら
し
や

長
屋
」（
京
都
市
下
京
区
仏
光

寺
通
）
事
業
を
完
成
、
子
育
て

世
帯
向
け
の
ま
ち
な
か
賃
貸
住

宅
と
し
て
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
20
数
年
前

に
発
生
し
た
火
災
で
路
地
家
屋

が
焼
失
、
空
き
地
に
な
っ
た
物

件
の
後
始
末
や
撤
去
に
関
す
る

権
利
所
有
者
へ
の
交
渉
依
頼
相

談
を
２
０
１
４
年
ご
ろ
に
市
か

ら
受
け
た
こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
参
画
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

京
町
家
再
生
事
業
に
取
り
組
む
八
清
（
西
村
直
己
社
長
）
が
地

元
の
京
都
市
下
京
区
で
事
業
中
だ
っ
た
４
軒
の
長
屋
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
中
堂
寺
前
田
町
・
あ
さ
ひ
長
屋
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
街
に
賑
わ
い
を
呼
び
戻
し
、
防
災
上
も
安
全
で
京
都
ら

し
い
景
観
を
持
っ
た
一
街
区
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　社名の『アトン（Ａ to
Ｎ）』は平仮名の冒頭『あ』
から最後尾の『ん』まで
をカタカナ英語表記した
もので、『最後までお付き
合いする』との意味合い
を込めています。これに
顧客企業に対して『ＩＴ
技術で役立つ』という意
味でドメインの『.tech』

を続けて、『アトンテック』とし、賃貸
管理業務の「かゆい所まで隅々に手が
届く」という趣旨で命名しました。
　日管協には前職の三島コーポレーシ
ョン（茨木市）在職時に幹事として業
務研究委員会で活動していました。起
業後、コロナも落ち着いたことから、
新規取引先の獲得に向けオフライン営
業を本格的に取り組んでいこうと、お
客様となる管理会社様が加入する日管
協に入会しました。
　特別会員として協会には、当社商品を
ＰＲするための会員交流の場の提供を希
望します。会員様の業務上の相談を解消
できる一助になれればとの思いと、互い

に利益が出るウィンウィンの関係を構築
していきたいとの考えからです。
　企業が事業活動するうえで日常業務に
おけるコンプライアンス意識の向上に努
めることが非常に重要になっています。
賃貸管理業は業務の属人化リスクが高
く、これを解消するためには明確な業務
標準化規準を定め情報を共有することが
求められます。リアルタイムで行き交う
情報は当然として、それに加え過去の情
報履歴ストックが生命線になる。瞬時の
アクセスと把握が入居者への正確で迅速
な対応につながります。
　「物管 Cloud」では、担当者の日報
が社内外で簡単登録でき、直ちに社内
共有され、履歴が情報資産として蓄積
されます。結果、管理費用やそのため
の時間・労力を圧縮。業務効率化やコ
ストダウンを図るこ
とができ、業務の見
える化が実現しま
す。最終的にはコン
プライアンスの強化
・徹底につながりま
す。

コンプラの強化徹底へ
独自ＩＴツールを開発

　「シンプル」＆「クイック」＆「共有」をコンセプトに、賃貸管理会社に対して
管理業務を支援するクラウドツール「物管Cloud（クラウド）」の提案・導入を行
っているのが、大阪府支部の特別会員として昨年入会したアトンテックさんです。
代表取締役の松浦宏司さんに不動産テック最前線の一端をうかがいました。

アトンテック
松浦宏司代表取締役

アトンテック
松浦宏司
代表取締役

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

「物管Cloud」イメージ

　社名のＺＯＯＭは焦点
距離を変動させることが
できるレンズです。お客
様を被写体に例えて、住
宅に関する相談を、当社
が相談者に応じてピント
を合わす、最適なサービ
スを提供する想いで名付
けました。
　日管協への入会のきっ

かけはＣＰＭ（米国不動産経営管理
士。取得済み）受講時に講師としてお
世話になった末永照雄日管協前会長の
勧めです。前職時代の会社も日管協会
員であり、各種活動については参加し
ていましたので理解していました。
　当社は 2001 年、豊中市石橋に賃貸
管理業を軸に出店しました。その後、
狭小地でも土地活用できるガレージハ
ウスの提案や、兵庫・淡路島での宿泊
業（準備中）など新しい収益の柱とな
る新事業に取り組んでいます。現在の
管理戸数は約 1500 室、目標の 3000 室
達成に向けて、新規の管理受託獲得へ
の努力に日々取り組んでいます。
　いかにして他社と差別化を図り、自
社サービス（管理など）をオーナー様
に選んでもらうか、強みを明確に出す

ためにも、必要な知識を身に着けるこ
とに注力。私自身も賃貸住宅メンテナ
ンス主任者を取得し、これからも相続
を含め、不動産コンサルティングに必
要な資格取得を自らが率先し、社員に
も奨励していく予定です。
　売上の軸となる管理受託を増やして
いくためにもスタッフ育成として協会
主催の従業員教育・資格取得研修に期
待したい。参加者同士の情報共有や自
身のスキルアップの向上につながり、
その成果が結果的に企業にも還元さ
れ、収益を生み出します。
　創業当初、基本的な集客手法はチラ
シや捨て看板でしたが、デジタル化の
進展に併せてＷｅｂ集客が主流になっ
ています。変化の激しい時ほど新しい
ことへのチャレンジや、大企業にはで
きない地場企業だからこそできること
も多いはずです。
　当社の理念であ
る“お客様の幸せ
に貢献すること”
が、全スタッフの
働き甲斐であると
実感しています。

継続的な顧客支援へ
専門知識習得積極化

　大阪府支部の正会員として入会したＺＯＯＭ（ズーム）さん。北摂地域を商圏エリ
アに賃貸、売買、管理、相続、事業承継、資産活用など不動産サービスをトータルで
提供しています。そのために同社の中塚誉円社長は「一過性ではなく、継続的にお客
様を支援していくことを第一に考えている」と語りました。その真意はいかに。

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

ＺＯＯＭ（ズーム）
中塚誉円代表取締役

「働き動線」のよいオフィス

ＺＯＯＭ（ズーム）
中塚誉円
代表取締役

京
都･

下
京｢

あ
さ
ひ
長
屋｣

八
清

甦る土地建物
誌上ベンチマーク

＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝
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ま
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な
か
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生
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川
北
さ
ん
が
日
管
協
大
阪
府

支
部
を
代
表
し
て
参
画
し
た
の

は
、
大
阪
府
が
不
動
産
関
係
者

と
弁
護
士
、
学
識
経
験
者
を
交

え
、
23
年
度
事
業
と
し
て
立
ち

上
げ
た
「
生
活
騒
音
に
係
る
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ツ
ー
ル
作
成
検
討
委
員
会
」

で
す
。
主
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
騒

音
問
題
対
処
に
関
す
る
指
針
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
年
度
末
ま
で

に
作
成
し
よ
う
と
設
立
し
た
委

員
会
で
、
昨
年
８
月
に
府
か
ら

大
阪
府
支
部
に
参
画
要
請
が
あ

り
、
計
３
回
行
わ
れ
た
委
員
会

に
川
北
さ
ん
が
参
加
、
日
管
協

と
し
て
管
理
の
プ
ロ
の
立
場
か

ら
現
状
に
対
す
る
見
解
や
意

見
、
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
騒

音
問
題
に
対
し
て
対
処
・
対
策

指
標
や
指
針
が
な
か
っ
た
」
と

い
い
、「
そ
う
し
た
中
で
、
コ

ロ
ナ
禍
を
背
景
に
在
宅
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
増
え
る
に
従
っ

て
、
明
確
に
生
活
騒
音
と
し
て

問
題
化
し
て
き
た
。
府
と
し
て

も
、『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大

阪
府
支
部
（
影
山
真
由
美
支
部

長
）
は
５
月
27
日
午
後
３
～
５

時
20
分
に
、
支
部
恒
例
の
「
新

人
・
若
手
社
員
向
け
研
修
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
全
２

部
制
。「
賃
貸
管
理
業
務
の
知

識
と
実
務
」「
賃
貸
借
契
約
等

に
関
す
る
法
律
の
基
礎
知
識
」

に
つ
い
て
、
日
管
協
総
合
研
究

所
の
青
栁
人
志
主
任
相
談
員
、

弁
護
士
法
人
淀
屋
橋
・
山
上
合

同
弁
護
士
の
上
甲
悌
二
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
解
説
し
ま
す
。「
新
人

・
若
手
社
員
の
皆
さ
ま
に
は
是

非
受
講
い
た
だ
き
た
い
内
容
」

で
、
賃
貸
管
理
業
に
必
須
の
基

礎
知
識
を
身
に
付
け
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
絶
好
の
機
会
に
も

な
り
ま
す
。

　

会
場
は
大
阪
・
梅
田
の
東
京

建
物
梅
田
ビ
ル
・
Ａ
Ｐ
大
阪
駅

前
地
下
２
階
「
Ａ
Ｐ
ホ
ー
ル

１
」。
定
員
は
95
名（
１
社
何
名

で
も
参
加
可
能
）
で
参
加
は
無

料
。
申
し
込
み
は
大
阪
府
支
部

Ｈ
Ｐ
内
専
用
フ
ォ
ー
ムhttps: 

//w
w

w
.jpm

.jp/w
ebform

/
osaka/240527/

。
当
日
の
会

場
受
付
開
始
は
午
後
２
時
半
か

ら
。賃

貸
管
理
士
試
験

11
月
17
日
に
実
施

　

受
験
申
込
は
８
月
か
ら

　

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
協

議
会
（
塩
見
紀
昭
会
長
）
は
３

月
28
日
、
24
年
度
「
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
」
試
験
を
11
月

17
日
に
実
施
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
試
験
は
青
森
、
高
知
、

宮
崎
を
加
え
た
全
国
38
会
場
。

受
験
申
し
込
み
期
間
は
８
月
１

日
か
ら
９
月
26
日
。
受
験
料
は

１
万
２
０
０
０
円
で
す
。

　

１
２
０
分
試
験
で
四
肢
択

一
・
50
問
形
式
。
①
管
理
受

託
契
約
②
管
理
業
務
と
し
て

行
う
賃
貸
住
宅
の
維
持
保
全

③
家
賃
、
敷
金
、
共
益
費
そ

の
他
の
金
銭
の
管
理
④
賃
貸

住
宅
の
賃
貸
借
⑤
賃
貸
住
宅

管
理
業
法
―
な
ど
か
ら
出
題

さ
れ
ま
す
。
合
格
発
表
は
12

月
26
日
の
予
定
で
す
。

「
学
び
」を
後
押
し

　

日
管
協
本
部
は
３
月
４
、
５

日
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
日
管
協
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
業
法
関
連
や
事

業
例
、
ク
レ
ー
ム
対
応
・
対
処

例
な
ど
実
践
的
４
テ
ー
マ
会
員

限
定
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
、「
人

財
」
教
育
の
重
要
性
な
ど
を
提

示
。
塩
見
紀
昭
会
長
は
「
新
入

社
員
ら
の
学
び
に
（
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
）
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

の
』
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
で
検
討
会
立
ち
上
げ

に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　

実
際
、
分
譲
・
賃
貸
を
問
わ

ず
マ
ン
シ
ョ
ン
騒
音
の
「
ク
レ

ー
ム
や
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ

っ
た
」
と
い
い
、
府
も
「
生
活

騒
音
の
問
題
に
対
応
す
る
関
係

者
間
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
正
確
な
情
報
を
共
有

し
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
）

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
生
活
騒

音
問
題
の
未
然
防
止
、
早
期
対

応
に
資
す
る
」
と
必
要
性
を
明

記
。「
支
援
ツ
ー
ル
が
な
く
普

及
啓
発
に
向
け
た
具
体
的
な
課

題
が
未
提
示
で
は
、
新
た
な
事

業
展
開
は
で
き
な
い
」
と
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
ツ
ー
ル
作

成
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
大
学
教
授
に

よ
る
建
物
構
造
上
の
問
題
の
指

摘
や
臨
床
心
理
学
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
、
弁
護
士
さ
ん
に
よ
る

法
律
上
の
論
点
な
ど
専
門
的
な

意
見
が
上
が
っ
た
ほ
か
、
分
譲

・
賃
貸
や
配
管
な
ど
不
動
産
・

建
設
関
係
ら
現
場
の
意
見
も
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
川
北
さ
ん
は

そ
の
中
で
、
特
に
分
譲
と
賃
貸

と
の
相
違
に
関
係
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
そ
の
表
現
に
注
意
を

払
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
騒
音
に
関
す
る

共
同
住
宅
の
ル
ー
ル
」
の
う
ち

賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
当
初
案
で

は
、「
住
宅
管
理
会
社
が
、
く

ら
し
の
騒
音
に
関
す
る
相
談
を

受
け
た
場
合
、
対
応
す
る
範
囲

は
会
社
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合

が
あ
り
、
そ
れ
は
管
理
会
社
に

よ
っ
て
契
約
内
容
が
異
な
る
、

契
約
に
含
ま
れ
な
い
が
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
対
応
し
て
い
る
か
の

ど
ち
ら
か
が
考
え
ら
れ
る
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
確
か
に
管

理
会
社
の
方
針
や
家
主
と
の
契

約
内
容
に
よ
っ
て
対
応
の
有
無

や
内
容
が
変
わ
る
が
、
一
般
的

に
は
管
理
会
社
が
（
騒
音
に
）

対
応
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と

思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
」

け
れ
ど
も
、「
管
理
会
社
の
対

応
が
必
ず
し
も
義
務
で
は
な
い

こ
と
は
伝
え
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
」。
そ
の
結
果
、「
管
理

会
社
が
、
く
ら
し
の
騒
音
に
関

す
る
相
談
を
受
け
た
場
合
、
対

応
す
る
範
囲
は
管
理
会
社
の
業

務
内
容
や
所
有
者
（
家
主
な

ど
）
と
の
管
理
受
託
契
約
内
容

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
す
べ
て
の
管
理
会
社
が

同
じ
対
応
を
す
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
の
で
、
事
前
に
管
理
会
社

へ
の
確
認
が
必
要
で
す
」
と
の

表
現
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

府
は
こ
う
し
た
意
見
・
提
案

を
基
に
、
ど
う
い
っ
た
音
が
生

活
騒
音
に
な
る
の
か
、
音
を
出

す
場
面
や
時
間
帯
な
ど
も
踏
ま

え
て
分
か
り
や
す
く
可
視
化
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
く
ら
し
の

『
音
』
に
気
配
り
を
」
＝
写
真

＝
を
作
成
し
３
月
末
に
公
開
・

配
布
し
て
い
ま
す
。
総
務
委
員

長
と
し
て
川
北
さ
ん
が
管
理
会

社
や
オ
ー
ナ
ー
の
立
場
を
代

弁
、そ
れ
が
形
に
な
り
ま
し
た
。

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
ブルといった管理の悩み、気になる・
知りたい「あの情報」「この情報」、行
政の最新動向などを会員限定で毎週金
曜日にメルマガ配信！　例えば…☆ク
レーム・トラブルの早期解決に向けた
見解と対策をご紹介からひとコマ。「生
活音が気になる」「ゴミの分別が守ら
れない」「無断駐車がある」など、管
理会社からの相談事例を顧問弁護士や
相談員が解説し、その見解と対策など
を盛り込んだ「業務リスク研究シリー
ズ」。☆行政動向・法改正など知りた
い情報をいち早くお届け！　不動産に
関わる最新の法改正や、行政の施策、
統計調査に関する情報はもちろん、管
理業を営む上で欠かせない重要な情報
をまとめ、迅速に配信します。（日管
協会員以外の一般の方も限定配信分を
登録・無料購読可）
■会員向け日管協メルマガ登録手順

①日管協公式ホームページ
　https://www.jpm.jp/
か右記ＱＲコードで仮登録
②仮登録後、入力アドレス
に本登録用のメールが届くので、メー
ルに記載のＵＲＬをクリック（タッ
プ）、本登録を完了！
※ 全社員一括登録サービスもあります。

日管協ＨＰ「お問い合わせ」から連絡。
　https://www.jpm.jp/contact/

　
「
支
部
長
や
支
部
全
体
の
円
滑
な
活
動
に
向
け
た
支
援
・
調
整

を
行
う
の
が
総
務
委
員
長
に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」。
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大
阪
府
支
部
総
務
委
員
長
の
川

北
修
平
さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。
企
業
や
団
体
で
も
陰
日
向
（
か

げ
ひ
な
た
）
に
な
っ
て
組
織
を
支
え
る
の
が
総
務
。
な
く
て
は
な

ら
い
〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〟
で
す
。
が
、
と
き
に
は
支
部
活
動
全

体
の
フ
ォ
ロ
ー
や
対
外
的
な
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
業
務
も
こ
な
し

ま
す
。
川
北
さ
ん
が
昨
年
９
月
か
ら
取
り
組
ん
だ
大
阪
府
の
生
活

騒
音
検
討
部
会
へ
の
参
画
も
そ
の
１
つ
の
例
で
す
。

騒
音
啓
発
ツ
ー
ル
に
業
界
の
声

｢

縁
の
下
の
力
持
ち｣

と
き
ど
き｢

表
舞
台｣

この人に聞く
川北 順平さん
日管協大阪府支部
総務委員長

家庭用機器 音響機器・楽器

早朝や夜遅くには使用しない。

設置の際は、場所や向きに

配慮する。使用するとき、

時々、音を確認する。

生 活 そ の 他

早朝や夜間は音を小さくする。

イヤホン、ヘッドホンを使用する。

時間帯を考える。

窓やドアを閉める。

防音対策を施す。

足音、子どもが走る音
床にマットなどを敷く。

話し声
声の大きさに気を付ける。
窓やドアを閉める。

ペットの鳴き声
小さい時からしつける。
室内で飼う。

ドアの開閉音
静かに開け閉めする。
すき間テープなどの緩衝材をつける。

換気
窓を開けて換気するときは、音が外に
漏れやすいので注意する。

車などのアイドリング、空ぶかし
不必要にしない。

掃除機、洗濯機

エアコンの室外機、給湯器

テレビ、オーディオ機器

ピアノなどの楽器類

©2014 大阪府もずやん

「もう少しボリュームを落としてくれたらなぁ」

「足音や椅子を引く音がうるさいなぁ」

このように感じたことはありませんか。

誰もが「音」を出しながら生活しています。

その音を近隣の方が不快に感じると「生活騒音」となります。
皆さんの暮らしの「音」に気配りをお願いします。

くくららししのの「「音音」」にに気気配配りりをを

新
人･

若
手
セ
ミ
ナ
ー
開
催

｢

基
礎
か
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ｣

を
大阪府
支　部

OSAKA 令和 6 年（2024 年）5 月 1 日 Vol. 40日管きんき〈3〉

家
賃
保
証
の

クク
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デデ
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スス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外外国国人人専専用用

保保証証ププラランン

販販売売開開始始！！



京
都
府
支
部
ニ
ュ
ー
ス

　

京
都
府
支
部
は
総
会
を
前
に

幹
事
会
や
定
例
会
を
開
き
、
新

年
度
へ
の
人
事
や
各
部
会
の
活

動
目
標
な
ど
を
発
表
。
6
月
17

日
（
月
）
の
支
部
総
会
で
の
正

式
発
表
に
備
え
て
準
備
中
で

す
。
活
動
の
細
部
は
そ
れ
ぞ
れ

の
部
会
で
検
討
が
加
え
ら
れ
る

が
共
通
の
大
テ
ー
マ
は
会
員
増

へ
の
具
体
的
方
針
で
す
。

　

行
政
な
ど
と
協
力
し
て
社
会

的
活
動
を
続
け
る
一
方
、
会
員

各
社
は
独
自
性
を
活
か
し
た
法

律
相
談
の
実
施
な
ど
日
々
社
会

貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
組
織
で
「
一
緒
に
新
し
い
賃

貸
管
理
の
仕
事
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
会
員
の
一
人
一
人
が
入

会
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
そ
の
伝
え
方

が
困
難
だ
っ
た
と
い
う
時
期
を

乗
り
越
え
、
今
年
度
は
会
員
増

へ
の
き
っ
か
け
に
と
い
う
の
が

執
行
部
の
強
い
思
い
で
す
。

　

支
部
活
動
の
徹
底
し
た

P
R
。
こ
こ
に
は
新
し
い
法
律

新
京
都
市
長
が
就
任
。
何
か
と
周
辺
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め

ま
し
た
。
し
か
し
今
年
度
の
京
都
府
支
部
は
な
ん
と
い
っ
て
も
会
員

増
が
第
一
の
目
標
で
す
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
す
で
に
支
部
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
へ
突
入
、
プ
ロ
の
管
理 

徹
底
を
継
続

京
都
府
支
部
会
員　

一
致
し
て
超
前
向
き
に

櫻
井
前
支
部
長
が
発
言

新
手
法
で
活
性
〜
刺
激
の
場
面
を

や
制
度
の
紹
介
、
A
I
駆
使

な
ど
先
端
を
行
く
同
業
者
の
動

き
な
ど
有
効
な
情
報
共
有
の
場

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
入
会
へ
の
機

会
に
。
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
入

会
増
へ
導
く
か
真
剣
に
討
議
が

進
行
中
で
年
度
末
に
は
そ
の
効

果
が
現
れ
そ
う
で
す
。

　

定
例
会
の
席
で
前
支
部
長
で

現
相
談
役
の
櫻
井
啓
孝
氏
が

「
会
員
も
刻
々
変
化
。
各
支
部

と
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
相

互
に
刺
激
し
合
っ
て
問
題
を
共

有
化
。
積
極
的
に
A
I
の
活

用
な
ど
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
姿
勢
が
大
事
」。
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
安
田
栄
慈
支
部

長
の
二
期
目
就
任
も
決
ま
り
、

「
経
験
を
活
か
し
て
頑
張
り
た

い
」
に
期
待
で
す
。

　

全
会
員
が
「
京
都
市
若
者
子

育
応
援
住
宅
」
へ
積
極
参
加
。

8
月
開
催
の
会
員
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」

で
は
注
目
さ
れ
る
企
業
へ
の
見

学
で
す
。
支
部
総
会
を
経
て
本

部
の
総
会
、
日
管
協
の
本
格
活

動
は
い
よ
い
よ
初
夏
か
ら
が
本

番
で
す
。

松
井
孝
治
新
市
長
へ
の
期
待

6
月
17
日
の
総
会
へ
出
席
か

　

京
都
府
支
部
の
新
年
度
総

会
が
6
月
17
日
（
月
）
午
後

か
ら
「
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京

都
」
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
ん

と
い
っ
て
も
今
回
の
期
待
は

新
市
長
に
就
任
し
た
松
井
孝

治
氏
の
出
席
と
挨
拶
の
中
身

で
す
。
今
年
2
月
25
日
に
市

長
就
任
以
来
、
な
に
か
と
多

忙
な
松
井
市
長
で
す
が
、
京

都
府
支
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
初

登
場
か
―
。
ど
う
い
っ
た
内

容
の
挨
拶
を
さ
れ
る
の
か
楽

し
み
と
期
待
が
重
な
り
ま

す
。
京
都
市
出
身
、
東
京
大

学
卒
業
、
元
内
閣
官
房
副
長

官
な
ど
超
エ
リ
ー
ト
で
す
。

写
真
や
動
画
で
見
る
限
り
格

好
の
い
い
紳
士
。
早
く
話
を

聞
き
た
い
で
す
。
会
員
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
2
月
か
ら

4
期
の
長
期
間
、
門
川
大
作

元
市
長
は
す
っ
か
り
顔
馴
染

み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
支

部
会
員
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
出
席
。
親
し
み
や
す
い
人

柄
と
着
物
姿
は
市
民
に
長
く

愛
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井
孝
治
新
市
長
は
真
面
目

な
風
貌
で
年
齢
も
63
歳
と
若

い
。
ま
ず
は
日
管
協
京
都
府
支

部
の
総
会
へ
初
登
場
。
市
政
へ

の
方
向
性
な
ど
の
考
え
を
聞
く

初
め
て
の
機
会
は
実
現
か
―
。

楽
し
み
で
す
。

　

古
い
市
営
住
宅
の
再
生
へ
。

蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使

し
て
、
築
後
40
年
以
上
の
空
間

に
今
風
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え
て

若
い
人
向
け
に
再
生
。
若
年
層

が
減
り
、
深
刻
化
し
て
い
る
京

都
の
居
住
者
状
況
。
市
外
へ
の

流
失
を
な
ん
と
し
て
も
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
た
い
と
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
（
株
）
長
栄
で
、
そ
れ

を
伝
え
る
記
事
が
専
門
紙
で
大

き
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
場
は
京
都
市
伏
見
区
の

「
向
島
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
の
市

営
住
宅
。
長
年
、
京
都
市
民
の

住
ま
い
と
し
て
役
立
っ
て
き
ま

し
た
。
だ
が
築
後
年
数
が
経
つ

に
つ
れ
て
今
の
若
い
世
帯
へ
の

入
居
ア
ピ
ー
ル
度
は
減
少
、
こ

こ
で
現
代
風
へ
の
再
生
を
試

み
、
着
々
と
成
果
を
上
げ
て
行

く
、
そ
の
経
過
が
報
じ
ら
れ
市

民
か
ら
の
反
応
も
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
同
社
で
は
住
居
内
再
生

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
の
活

性
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
若
返
り
へ
注
力
し

て
い
ま
す
。

■6月
5
日
（
水
）

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

京
都
府
支
部
は
滋
賀
県
の
「
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で

6
月
5
日
（
水
）
に
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
ま
す
。
プ
レ
ー
終
了

後
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
プ
レ

ー
料
は
9
，
3
0
0
円
。

■行政
連
携
他
団
体
推
進
部
会

京
都
市
と
災
害
協
力
で
一
致

　

部
会
を
代
表
し
て
藤
田
幹
人
氏

が
京
都
市
と
の
災
害
協
力
に
つ
い

て
の
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
従

来
か
ら
機
会
を
設
け
て
意
見
交
換

を
行
な
っ
て
お
り
、
能
登
半
島
地

震
も
起
き
た
時
期
で
も
あ
り
、
災

害
協
力
に
つ
い
て
今
後
の
協
力
体

制
を
確
認
し
ま
し
た
。

■支部
新
人
事
発
表
へ

　

京
都
府
支
部
の
新
年
度
人
事

は
6
月
の
総
会
ま
で
に
順
次
正

式
決
定
へ
。
こ
の
4
～
5
月
期

に
ほ
ぼ
全
員
の
役
割
が
決
ま
り

そ
う
で
す
。

■市民
の
住
ま
い
相
談
実
施

ま
ず
相
談
員
研
修
か
ら

　

京
都
市
が
主
催
す
る
市
民
の

住
宅
相
談
の
場
「
京
・
安
心
す

ま
い
セ
ン
タ
ー
」（
下
京
区
西

木
屋
町
通
）
へ
相
談
員
を
派
遣

し
て
い
る
京
都
府
支
部
。
新
年

度
も
引
き
続
き
実
施
。
そ
れ
に

先
立
っ
て
相
談
員
研
修
を
開

き
、
市
民
か
ら
の
相
談
に
万
全

を
期
す
考
え
で
す
。

■空き
家
問
題
を
特
化

事
業
推
進
の
中
心
テ
ー
マ

　

空
き
家
問
題
に
つ
い
て
日
頃

か
ら
発
信
を
続
け
て
い
る

（
株
）
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
。
今
年

も
早
々
か
ら
問
題
解
決
へ
の
取

り
組
み
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

昨
年
末
、
改
正
空
家
特
措
法
が

施
行
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
同
社

で
は
危
険
家
屋
や
所
有
主
不
明

の
空
き
家
に
つ
い
て
広
く
市
民

か
ら
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

行
政
、
専
門
家
、
同
業
者
と
連

携
し
て
空
き
家
問
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
み
中
。
同
社
は
従
来

か
ら
そ
れ
に
伴
う
京
町
家
や
相

続
、
高
齢
者
対
応
な
ど
、
法
が

絡
ん
だ
難
し
い
問
題
に
対
処
、

こ
れ
ら
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
年
も

こ
の
事
業
路
線
を
前
進
さ
せ
て

い
ま
す
。
空
き
家
や
相
続
に
つ

い
て
の
相
談
会
も
開
い
て
い
ま

す
。
古
都
な
ら
で
は
の
住
宅
事

情
。
再
生
へ
参
画
す
る
の
も
不

動
産
会
社
の
役
目
で
す
。

■“防
災
”へ
、官
民
協
力
で

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
発
行

　
“
防
災
”
に
つ
い
て
京
都
府
支

部
は
従
来
か
ら
京
都
市
と
連
携

し
て
、
災
害
発
生
時
の
協
力
体

制
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
常
時
か

ら
防
災
に
つ
い
て
意
識
を
持
続

さ
せ
よ
う
と
担
当
部
会
か
ら
会

議
の
内
容
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
日
管

協
の
各
支
部
で
防
災
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
震
災
を
経
験
し
た

地
域
の
支
部
会
員
が
各
地
を
訪

問
し
て
参
考
意
見
を
述
べ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
東
京
都
支
部

か
ら
「
多
角
的
視
点
で
学
ぶ
・

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
賃
貸
住
宅
管
理
業

者
向
け
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
、
災
害
発
生
前
か
ら
復
興
期

に
至
る
ま
で
を
時
系
列
で
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
断
続
的
に
地
震
が
発

生
し
て
お
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
賃
貸
管
理
業
者
の

役
割
が
く
わ
し
く
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
管
協
は
全
国
組
織

で
あ
り
、
各
地
か
ら

の
実
体
験
を
生
か
し

た
内
容
は
参
考
に
な

り
ま
す
。

6
月
17
日
（
月
）
に
新
年
度
総
会
（
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都
で
）

イベントに参加する安田支部長（中央）

定例会で櫻井相談役から一言

会場の「ホテルオークラ京都」

古
い
住
宅
活
か
し
街
の
再
生
へ

支
部
会
員
の
企
業
努
力
続
く

立体的な部活動今年も

京・安心すまいセンター　市民の相談の場
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京
都
市
若
者・子
育
て
応
援
住
宅

供
給
へ
応
募
事
業
者
の
参
加
を

再
生　
民
間
と
強
力
タ
ッ
グ
で

　

供
給
に
は
民
間
事
業
者
の
参

加
が
求
め
ら
れ
若
者
・
子
育
て

世
代
が
願
う
都
市
構
築
へ
向
け

て
官
民
の
協
力
が
基
本
で
す
。

令
和
5
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

同
事
業
は
昨
年
10
月
に
活
用
団

地
が
決
定
、
そ
の
後
、
事
業
者

選
定
を
経
て
、
日
管
協
京
都
府

支
部
会
員
会
社
も
事
業
参
画
、

昨
秋
に
は
一
般
公
開
さ
れ
各
方

面
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
公
営
住
宅
の
再
生
に
参

画
、
若
い
世
帯
の
「
京
都
で
暮

ら
し
た
い
」
の
願
望
を
活
か
す

官
民
協
力
型
の
新
し
い
住
宅
供

給
の
方
法
。
こ
れ
は
発
表
当
時

「
全
国
初
の
先
進
的
取
組
」
と

各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し

た
。定

例
会
で
事
業
内
容
説
明

　

３
月
に
行
わ
れ
た
日
管
協
京

都
府
支
部
の
定
例
会
に
ゲ
ス
ト

出
席
し
た
京
都
市
都
市
計
画
局

住
宅
室
長
の
前
田
史
浩
氏
が
参

加
者
へ
事
業
の
進
捗
を
説
明
し

ま
し
た
。
令
和
5
年
度
の
実
績

と
７
０
～
１
０
０
戸
を
目
安
に

し
た
６
年
度
へ
の
期
待
。
市
内

に
点
在
す
る
活
用
市
営
住
宅
の

紹
介
。
山
科
方
面
に
集
中
す
る

人
気
市
営
住
宅
エ
リ
ア
の
紹

介
、
制
度
の
概
要
な
ど
を
資
料

視点
法の （86）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

仲介会社に対する交渉依頼
家主から仲介会社に対して、契約仲介後何年も経って
「賃料値上げをしたいので借主と交渉して欲しい」など
の依頼がなされることがあります。しかしながら仲介会
社は家主を代理して行動できる立場にはありません。
建物賃貸借を仲介した立場ではありますが、賃貸借契
約が成立すれば仲介行為はすでに終了しています。した
がって家主から依頼を受けて賃料値上げの交渉をするな
ら家主の代理行為をすることになります。ところが弁護
士法72条は、弁護士以外の法律業務の取扱い（代理行
為を含む）を禁止しており、違反者は2年以下の懲役
または 300万円以下の罰金を受ける可能性もありま
す。仲介会社としては、家主から賃料値上げの交渉など
を依頼されたとしても「弁護士法違反になるのでお引き
受けできない、家主様が自ら交渉されるか弁護士または
司法書士に依頼たいしてください」との態度を取るべき
です。

向
上
へ
意
見
が
飛
び
交
う

京
都
府
支
部
の
集
い

　

京
都
府
支
部
運
営
の
全
て
が

語
ら
れ
、
公
表
さ
れ
る
幹
事
会

と
定
例
会
。
各
月
ご
と
に
開
か

れ
る
支
部
の
骨
格
と
も
な
る
会

合
。
集
ま
り
の
後
は
、
各
自
の

“
気
付
き
タ
イ
ム
”
に
。
全
体

を
終
え
て
出
席
者
が
感
じ
る

「
今
、
大
事
な
こ
と
は
何
？
」

の
発
想
に
つ
な
が
り
ま
す
。
年

間
を
通
じ
て
こ
の
会
合
は
管
理

業
と
し
て
大
事
な
“
知
る
・
感

じ
る
”
の
現
場
で
す
。

新
入
会
予
備
会
社
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も

O
K
で
開
か
れ
た
会

合
で
も
あ
り
ま
す
。
入

会
へ
つ
な
が
る
機
会

で
、
参
加
促
進
へ
も
っ

と
P
R
が
必
要
か
も
。

　

支
部
内

に
設
け
ら

れ
た
各
部

会
か
ら
の

意
見
、
実

施
し
た
行

事
の
内
容

と
効
果
、

ゲ
ス
ト
会
社
か
ら
の
新
商
品
の

解
説
、
新
入
会
員
の
紹
介
、
時

に
京
都
市
か
ら
も
住
宅
政
策
に

つ
い
て
の
報
告
や
連
携
へ
の
話

も
あ
り
ま
す
。「
日
管
協
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
開
催
予
定
や
参
加

促
進
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
、「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
の
検
討
な
ど
テ
ー

マ
は
い
っ
ぱ
い
。
他
社
を
見
学

す
る
“
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
”
の
紹

介
な
ど
活
動
の
原
点
が
こ
こ
で

発
表
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
結
果
と
そ
の
効

果
、
期
待
、
こ
れ
ら
に
関
し
て

各
担
当
か
ら
意
見
が
述
べ
ら

れ
、
ま
た
、
反
論
も
出
ま
す
。

　
「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

参
加
者
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
対
象
会
社
の
全

容
を
知
っ
た
り
、
二
つ
の
イ
ベ

ン
ト
は
ま
さ
に
知
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
定
例
会
は
女
性
会
員
や

若
手
社
員
の
出
席
が
目
立
ち
ま

す
。「
ぜ
ひ
一
般
の
方
も
、
未

入
会
の
管
理
会
社
の
人
も
歓

迎
」。
入
会
し
て
み
た
く
な
る

集
ま
り
、
せ
ひ
一
度
参
加
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

〝
い
ま
大
事
な
行
動
は
何
〟を
追
求

的
障
壁
は
賃
借
権
の
相
続
④
賃

借
権
は
財
産
権
と
し
て
相
続
の

対
象
で
高
齢
者
の
死
亡
後
、
解

約
処
理
で
問
題
が
生
じ
る
─
な

ど
と
、
高
齢
化
社
会
と
賃
貸
住

宅
に
お
け
る
身
近
な
関
連
性
を

述
べ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
と
住
宅
。
各
分

野
の
専
門
家
か
ら
多
く
の
提
言

や
具
体
策
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
行
政
も
「
住
宅
確
保
要
配

慮
者
を
支
援
す
る
相
談
」
を
各

地
に
設
け
て
い
ま
す
。
だ
が
、

身
近
な
供
給
障
壁
の
解
決
こ
そ

大
事
だ
と
、
亀
井
先
生
の
記
事

を
読
ん
で
感
じ
ま
す
。
高
齢
化

社
会
と
住
宅
、
こ
こ
当
分
は
業

界
の
注
目
対
象
で
し
ょ
う
。

と
共
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

民
間
企
業
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
そ
う
な
事
業
参
画
。
推
進
す

る
た
め
の
補
助
金
交
付
の
制
度

も
あ
り
、
参
画
す
る
民
間
企
業

へ
国
も
市
も
詳
細
提
供
や
助
言

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
子
育
て
住
宅
、
補
助
事
業
の

流
れ
（
令
和
５
年
度
版
）

　

①
公
募
開
始
（
令
和
６
年
度

の
時
期
は
未
定
）
②
事
業
者
は

提
案
書
を
作
成
し
て
応
募
へ
③

受
付
け
（
審
査
）
そ
の
後
、
選

定
し
て
通
知
④
事
業
者
は
補
助

金
交
付
へ
の
申
請
書
提
出
⑤
国

よ
り
交
付
決
定
の
通
知
⑥
事
業

者
の
工
事
開
始
⑦
工
事
完
了
、

報
告
書
提
出
⑧
補
助
金
額
の
確

定
。支
払
い
は
事
業
完
了
の
後
。

　

こ
の
事
業
の
詳
細
は
国
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
が
可
能
。

さ
ら
に
窓
口
と
し
て
京
都
市
都

市
計
画
局
住
宅
室
住
宅
管
理
課

へ
の
問
い
合
わ
せ
（
０
７
５
―

２
２
２
―
３
６
３
１
）。

幹事会・研修会

新入会員の紹介

定例会で説明する前田室長

　

京
都
府
支
部
会
員

で
あ
る
京
都
パ
ナ
ホ

ー
ム
が
市
内
で
実
例

見
学
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
昨
年
末
に
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム

ズ
の
賃
貸
住
宅
を
一

般
公
開
す
る
“
フ
ェ

ス
タ
”
を
行
い
、
来

場
者
に
じ
っ
く
り
見

て
も
ら
お
う
と
い
う

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
最
新
の

間
取
り
と
設
備
の
共
同
住
宅
。

現
地
は
京
都
市
北
区
西
賀
茂
鹿

ノ
下
町
、
市
バ
ス
「
神
光
院
」

か
ら
歩
5
分
。
建
物
は
耐
震
鉄

骨
軸
組
構
造
の
2
階
建
、
単
身

者
向
け
（
12
世
帯
）
と
い
う
内

容
で
今
も
見
学
者
が
絶
え
な
い

状
況
。
Z
E
H
（
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
ハ
ウ
ス
）。
今
の
ユ
ー
ザ
ー

に
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設
け

た
仕
様
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
京
都
市
が
主
導

す
る
“
若
者
・
子
育
て
応
援
住

宅
”
の
供
給
に
も
参
加
。
山
科

団
地
で
５
室
を
改
装
、
入
居
へ

と
導
き
、
現
地
見
学
会
も
催
し

て
き
ま
し
た
。
次
々
と
オ
ー
ナ

ー
や
一
般
向
け
の
見
学
会
は
今

年
も
続
き
そ
う
。

　

な
お
、
京
都
パ
ナ
ホ
ー
ム
の

賃
貸
管
理
部
久
保
勝
哉
次
長
が

新
し
く
日
管
協
京
都
府
支
部
の

事
務
局
長
に
就
任
。
支
部
の
今

年
度
総
会
で
正
式
発
表
さ
れ
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

京
都
パ
ナ
ホ
ー
ム
は
日
管
協

京
都
府
支
部
の
会
員
と
し
て
創

設
当
初
か
ら
会
員
活
動
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
有
力
な
不
動
産
会
社
と
し

て
知
名
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。

日
管
協
の
支
部
活
動
に
も
熱
心

で
市
の
住
宅
政
策
に
も
協
力
、

住
ま
い
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
参
加

中
。
歴
代

の
担
当
者

は
重
責
を

担
っ
て
き

ま
し
た
。

京都府支部会員の活動

住
ま
い
の
実
例
見
学
フ
ェ
ス
タ
な
ど

京
都
パ
ナ
ホ
ー
ム
が
イ
ベ
ン
ト

ZEH仕様の
共同住宅

ち
ょ
っ
と
m
e
m
o

■高齢
者
の
民
間
住
宅
需
要
増

ス
ム
ー
ズ
な
入
居
へ
の
障
壁
も

　

右
を
向
い
て
も
左
を
見
て
も

老
人
ば
か
り
。
大
団
地
の
昼
下

が
り
は
老
人
主
役
の
光
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
関
連
の
専
門
紙
の
記
事

の
中
心
は
“
高
齢
者
と
住
宅
”

が
目
立
ち
、
行
政
や
専
門
家
も

参
加
し
て
対
高
齢
者
に
特
化
し

た
記
事
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
日
管
協
と
も
縁

の
あ
る
こ
と
ぶ
き
法
律
事
務
所

の
亀
井
英
樹
弁
護
士
が
同
事
務

所
発
行
の
「
こ
と
ぶ
き
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
の
誌
面
で
私
見
を

発
表
。
不
動
産
に
強
い
弁
護
士

が
ズ
バ
リ
「
高
齢
化
社
会
と
賃

貸
住
宅
」
と
題
し
て
、
弁
護
士

ら
し
い
観
点
か
ら
述
べ
て
い
る

の
を
発
見
。

　

2
0
4
0
年
に
総
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
は
35
・
3
％
と

い
う
予
測
。
高
齢
の
単
身
の
世

帯
数
も
同
年
に
は
8
9
6
万

世
帯
へ
。
高
齢
化
社
会
は
着
々

と
進
行
中
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
亀
井
弁
護
士
は
①
高
齢
者
の

民
間
賃
貸
住
宅
需
要
の
高
ま
り

②
需
要
を
吸
収
で
き
る
供
給
に

は
法
律
的
な
壁
が
あ
り
、
そ
の

解
決
が
ま
ず
第
一
③
そ
の
法
律

　

京
都
市
で
は
令
和
5
年
度
を
初
回
に
住
ま
い
環
境
整
備
モ
デ
ル

事
業
「
若
者
・
子
育
て
応
援
住
宅
」
供
給
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
若

い
世
帯
の
願
望
〝
京
都
に
住
み
た
い
〟
の
実
現
へ
官
民
協
力
の
姿

勢
で
臨
み
、
事
業
は
新
年
度
へ
も
引
き
継
が
れ
ま
す
。
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第
１
部
で
は
、
国
土
交
通
省

住
宅
局
安
心
居
住
推
進
課
の
巽

弘
樹
課
長
補
佐
が
家
賃
債
務
保

証
業
者
登
録
制
度
の
現
況
を
報

告
し
ま
し
た
。
今
年
２
月
末
で

登
録
家
賃
債
務
保
証
業
者
が
１

０
１
者
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え

て
、
居
住
支
援
機
能
の
あ
り
方

を
議
論
し
た
国
交
・
法
務
・
厚

生
労
働
３
省
合
同
会
議
の
中
間

ま
と
め
で
、
大
家
に
貸
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
「
住

宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
家

賃
債
務
保
証
制
度
の
充
実
」
を

図
る
と
し
た
方
向
性
に
つ
い
て

言
及
。「
詳
細
を
示
せ
る
段
階

は
今
後
だ
が
、
３
月
上
旬
に
国

会
提
出
予
定
の
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
法
改
正
案
の
中
に
示

さ
れ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と

述
べ
、
保
証
業
者
の
位
置
づ
け

に
注
視
す
べ
き
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

日
管
協
総
合
研
究
所
主
任
相

談
員
の
鈴
木
一
男
氏
は
、
家
賃

債
務
保
証
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

相
談
に
つ
い
て
紹
介
。
同
研
究

所
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
３

５
４
７
件
（
23
年
４
月
～
24
年

１
月
）
の
う
ち
、
家
賃
債
務
保

証
関
連
は
全
体
の
１
・
５
％
に

当
た
る
53
件
で
、
借
主
か
ら
の

滞
納
督
促
や
保
証
契
約
終
了
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
と
説

明
。
最
近
で
は
「
管
理
会
社
と

原
状
回
復
費
用
に
つ
い
て
合
意

し
て
い
な
い
状
態
で
、
保
証
会

社
か
ら
支
払
い
請
求
さ
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
代
位
弁
済
の
確

連
携
さ
ら
に
強
固

　

ま
ず
は
抱
負
を
。「
和
歌
山

県
支
部
で
は
こ
れ
ま
で
東
支
部

長
（
前
）
を
は
じ
め
執
行
部
の

方
々
の
尽
力
で
設
備
・
塗
装
・

リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
賃
貸
に

関
わ
る
様
々
な
業
種
や
、
和
歌

山
県
・
市
行
政
関
係
な
ど
多
方

面
の
皆
様
と
の
連
携
が
強
ま
り

ま
し
た
」。
こ
れ
を
「
強
固
に

し
、
家
主
様
に
賃
貸
に
関
す
る

最
新
情
報
を
提
供
、
家
主
業
運

営
の
お
力
添
え
と
、
県
下
の
物

件
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」

　

で
は
具
体
的
に
は
？　
「
年

に
一
度
開
催
し
て
い
る
セ
ミ
ナ

ー
で
す
け
ど
」
と
毎
秋
恒
例
の

“
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
”
を
踏

ま
え
、「
一
般
消
費
者
も
含
め

て
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。
ど
の
よ
う
な
賃
貸

管
理
の
悩
み
が
あ
る
の
か
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
で
き
れ
ば
。
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
課
題
に
、
日
管
協

の
様
々
な
指
針
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で

解
決
に
あ
た
り
、
そ
の
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
で

（
満
足
度
向
上

に
よ
る
）
会
員

拡
大
に
」
と
意

欲
的
で
す
。

　

三
商
は
も
と

も
と
「
家
主
業

の
比
率
が
高
か

っ
た
」
こ
と
も

あ
り
末
吉
さ
ん

ご
自
身
も
「
家
主
さ
ん
の
勉
強

会
（
和
歌
山
県
賃
貸
住
宅
経
営

者
協
会
）」に
た
び
た
び
参
加
、

「
個
人
家
主
さ
ん
も
多
く
、
皆

さ
ん
手
探
り
状
態
。
築
古
物
件

の
空
室
対
策
や
新
築
物
件
と
の

競
合
、
入
居
者
か
ら
の
苦
情
対

応
な
ど
様
々
な
悩
み
を
持
た
れ

る
方
が
本
当
に
多
い
」
と
実
態

を
よ
く
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ら
を
拾
い
上
げ
て
貸

主
・
借
主
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
げ
ら
れ
れ
ば
い
い
の
か
な

と
。
当
社
も
住
居
や
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
、
月
極
・
コ
イ
ン
駐
車
場

と
全
般
的
に
や
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
役
に
立
て
る
情
報
を
発

信
で
き
れ
ば
」
と
家
主
支
援
の

姿
勢
を
鮮
明
に
示
し
ま
し
た
。

本
部
に
も
期
待
感

　

そ
れ
だ
け
に
上
部
団
体
の
日

管
協
本
部
へ
の
期
待
も
自
然
と

高
ま
り
ま
す
。「
会
員
に
と
っ

て
日
々
の
管
理
に
関
す
る
最
新

情
報
や
書
式
各
種
の
様
式
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
の
で
そ
こ
は
す
ご
く

助
か
り
ま
す
。
今
後
も
新
し
い

情
報
や
国
の
政
策
動
向
・
補
助

金
制
度
な
ど
い
ち
早
く
伝
え
て

い
た
だ
き
会
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
“
情
報
利
益
”
と
し
て

還
元
す
る
。
情
報
が
迅
速
に
伝

わ
れ
ば
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
も
繋
が
り
、
会
員
事
業
の

向
上
に
も
役
立
つ
の
で
は
と
思

い
ま
す
」（
７
面
に
続
く
）

認
不
足
に
関
す
る
相
談
が
増
加

し
て
い
る
と
し
ま
し
た
。

　

２
部
で
は
、
こ
と
ぶ
き
法
律

事
務
所
の
亀
井
英
樹
弁
護
士
が

「
家
賃
債
務
保
証
業
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
賃
借
人
編
）」

に
つ
い
て
講
演
し
、
求
償
権
の

行
使
や
そ
の
適
正
な
範
囲
、
行

使
で
き
る
相
手
方
な
ど
、
賃
借

人
と
の
関
係
で
保
証
会
社
が
留

意
す
べ
き
16
項
目
に
つ
い
て
解

説
。「
退
去
明
け
渡
し
の
確
認

方
法
」「
夜
逃
げ
の
場
合
の
対

応
」
で
、「
保
証
委
託
契
約
に

お
い
て
賃
貸
物
件
の
明
け
渡
し

ま
で
を
保
証
期
間
と
し
て
い
る

点
」
を
指
摘
。
退
去
確
認
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
際
、

鍵
の
授
受
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
賃
借
人
の
死
亡
の

場
合
」
に
つ
い
て
は
、
死
亡
時

点
で
保
証
契
約
は
終
了
す
る
も

の
の
、
建
物
賃
貸
借
契
約
は
終

了
せ
ず
相
続
人
が
承
継
す
る
点

を
強
調
。「
賃
貸
人
は
、
相
続

人
を
早
期
に
見
つ
け
な
け
れ
ば

賃
料
請
求
や
賃
貸
借
契
約
の
解

除
の
手
続
き
が
で
き
ず
、
重
大

な
損
害
を
被
る
」
と
し
、「
大

家
が
安
心
し
て
高
齢
者
に
貸
せ

る
た
め
に
は
、
賃
借
人
死
亡
後

も
保
証
が
あ
る
こ
と
が
大
事
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は
３
月
７
日
、
東
京
都
内
で
家
賃
債
務
保
証
事
業
者
協
議
会
（
藤
田
潔

会
長
）
23
年
度
第
３
回
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
家
賃
債
務
保
証
業
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
、

保
証
会
社
が
取
る
べ
き
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
共
有
し
た
う
え
で
、
藤
田
会
長
は
「
人
口
減
少
時

代
で
は
家
賃
債
務
保
証
業
界
に
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
改
正

法
案
の
行
方
を
注
視
す
る
と
し
ま
し
た
。
家
賃
債
務
保
証
事
業
者
や
管
理
業
者
、
関
連
シ
ス
テ
ム
事

業
者
ら
１
２
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
和
歌
山
県
支
部
で
は
新
年
度
か
ら
ト

ッ
プ
が
代
わ
り
ま
す
。
和
歌
山
市
内
を
中
心
に
多
様
な
収
益
物
件

を
取
り
扱
い
自
ら
家
主
業
も
営
む
賃
貸
管
理
会
社
、
三
商
の
末
吉

亜
矢
社
長
が
新
支
部
長
に
。
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
３
人
目
の

女
性
支
部
長
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
支
部
長
と
し
て
け
ん
引
し
て

き
た
東
行
男
さ
ん
の
支
部
運
営
の
功
績
と
実
績
で
築
い
た
レ
ガ
シ

ー
を
土
台
に
新
た
な
支
部
づ
く
り
と
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
総
会

で
の
正
式
就
任
を
前
に
末
吉
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

賃貸住宅管理業法
よくある質問、分かりやすく

国交省がＦＡＱ集
　国土交通省は「賃貸住宅管理業
法ＦＡＱ集」をまとめています。
賃貸住宅そのものや受託管理、サ
ブリース、登録申請など賃貸住宅
管理全般と業法に関する用語や疑
問とその回答を網羅しています。
生成AIを使ったチャット形式で質
問に一発回答。今年3月31日に更新
しました。手元においていて損は
ありません。閲覧・ダウンロード
ＵＲＬは、国交省 https://www.
mlit .go . jp/tochi_fudousan_
kensetsugyo/pm_portal/faq.html

◇
　国交省は、賃貸住宅管理業法全
般についてフローで見やすく解説
した「賃貸住宅管理業法ポータル
サイト」も開設しています。登録
の流れもひと目で分かるほか、ハ
ンドブックや法令リンク・制度概
要なども網羅し非常に見やすくな
っています。ＵＲＬは、https://
www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_
kensetsugyo/pm_portal/

｢

情
報
利
益｣

還
元
で
会
員
満
足

｢

社
会
イ
ン
フ
ラ｣

と
し
て
の
役
割

家
賃
債
務
保
証

事
業
者
協
議
会 

第
３
回
定
例
会
で
確
認

家賃債務保証協の模様

｢

新
た
な
支
部
づ
く
り｣
へ
手
腕
期
待

三
商
社
長 

末
吉 

亜
矢
さ
ん

日管協和歌山

次代を見据えて
新支部長に聞く
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日
管
協
和
歌
山
県
支

部
の
新
支
部
長
に
就
任

予
定
の
末
吉
亜
矢
さ

ん
。
支
部
運
営
の
青
写

真
は
す
で
に
思
い
描
い

て
い
る
よ
う
で
す
。（
６

面
か
ら
続
く
）

　
「
や
っ
ぱ
り
日
管
協
に
入
会

す
る
こ
と
で
『
最
新
の
情
報
を

豊
富
に
保
有
で
き
る
』
ん
だ
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に

価
値
が
生
ま
れ
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
他
所
で
は
得
ら
れ
な
い

価
値
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
。

私
自
身
も
言
葉
で
説
明
で
き
る

よ
う
知
識
を
得
て
皆
さ
ん
に
伝

え
て
い
き
た
い
。
会
員
同
士
の

交
流
も
大
事
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
学
び
の
場
で
あ
り
た

い
な
っ
て
思
い
ま
す
」
と
こ
れ

か
ら
の
支
部
の
姿
に
も
思
い
を

馳
せ
ま
す
。

県
下
全
域
カ
バ
ー

　

た
だ
和
歌
山
県
は
南
北
に
広

く
内
陸
が
山
間
部
で
各
都
市
が

海
外
線
に
点
在
、
中
枢
機
能
が

紀
北
に
集
中
す
る
地
理
的
特
性

が
あ
り
ま
す
。
物
理
的
な
移
動

面
は
も
ち
ろ
ん
情
報
伝
達
上
も

ハ
ン
デ
で
は
？　
「
和
歌
山
市

な
ど
紀
北
に
会
員
が
集
中
し
て

い
る
の
は
確
か
で
、
県
中
南
部

の
方
は
な
か
な
か
ご
参
加
い
た

だ
き
に
く
い
で
す
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ

活
用
な
ど
で
障
壁
は
下
が
っ
て

き
て
い
ま
す
」
と
話
し
な
が
ら

も
、「
や
は
り
和
歌
山
市
内
中

心
部
か
ら
離
れ
た
方
々
は
（
事

業
や
経
営
環
境
に
）
悩
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
田
辺
、
新
宮
、
串
本
な
ど

地
域
拠
点
エ
リ
ア
で
も
本
当
に

情
報
に
触
れ
た
り
勉
強
す
る
機

会
が
少
な
い
。
理
想
で
す
が
各

エ
リ
ア
で
（
協
会
活
動
に
）
積

極
的
な
方
に
入
会
・
協
力
い
た

だ
き
、
県
下
幅
広
く
賃
貸
管
理

の
最
新
情
報
を
交
換
し
共
有
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
。
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
あ
れ
ば
お
声
掛
け

を
し
て
い
き
た
い
」
と
県
下
を

カ
バ
ー
す
る
運
営
体
制
づ
く
り

に
も
話
が
及
び
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
不
動
産
の
相

続
登
記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
末
吉
さ
ん
も
こ
れ
に
つ

い
て
は
「
賃
貸
管
理
業
に
も
影

響
は
あ
り
ま
す
」
と
し
た
う
え

で
「
古
い
物
件
を
含
め
市
場
が

動
き
ま
す
。
行
政
や
業
界
で
も

空
き
家
相
談
会
や
無
料
相
談
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
相

続
に
関
す
る
相
談
が
も
の
す
ご

く
多
い
ん
で
す
」

　
「
所
有
者
不
明
不
動
産
な
ん

か
も
市
場
に
出
て
く
る
。
そ
れ

を
ど
う
管
理
す
る
？　

建
物
解

体
か
、
管
理
不
全
状
態
の
ま
ま

か
、
売
却
・
運
用
か
。
不
動
産

管
理
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
」
と

現
状
報
告
。「
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ

ス
領
域
の
拡
大
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
も
感
じ
ま
す
。

今
ま
で
眠
っ
て
い
た
物
件
が
動

き
出
す
の
で
す
か
ら
」
と
付
け

加
え
ま
す
。「
特
に
戸
建
て
な

ん
か
を
上
手
く
再
生
で
き
れ
ば

新
築
賃
貸
に
も
負
け
な
い
商
品

新
支
部
長
に
寄
せ
て

和
歌
山
の
市
場

発
展
に
寄
与
を

　

日
管
協
和
歌
山
県
支
部
前
支

部
長
・
ア
ズ
マ
ハ
ウ
ス
社
長
、

東
行
男
氏　

こ
の
度
は
、
新
支

部
長
を
お
引
き
受
け
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
２
０

１
７
年
に
和

歌
山
県
支
部

支
部
長
を
拝

命
し
て
以
来
、
賃
貸
住
宅
市
場

は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ

の
様
な
市
場
の
変
化
は
今
後
も

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
ど
う
か
和
歌
山
県
の
賃
貸

住
宅
市
場
の
発
展
に
寄
与
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
」

　

実
際
、
和
歌
山
市
周
辺
で
も

建
物
付
き
不
動
産
が
１
０
０
万

～
２
０
０
万
円
台
で
市
場
に
出

て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
い

「
取
得
後
に
改
装
し
副
業
と
し

て
賃
貸
運
用
す
る
一
般
の
人
も

増
え
て
い
ま
す
ね
。
取
得
費
に

１
０
０
万
円
、
改
装
に
２
０
０

万
円
か
か
っ
た
と
し
て
も
戸
建

て
賃
貸
な
ら
月
額
４
万
円
で
貸

せ
ま
す
。
子
育
て
向
け
も
同
じ

よ
う
な
価
格
帯
」。
こ
の
割
安

感
。話
を
う
か
が
い
な
が
ら『
新

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
の
両
建
て
で
資
産

運
用
も
！
』
と
思
わ
ず
気
負
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

建
物
検
査
も
重
要

　

末
吉
さ
ん
は
「
そ
の
た
め
に

も
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、

「
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
（
建
物

状
況
調
査
）
が
重
要
で
す
。
ま

だ
ま
だ
普
及
し
て
ま
せ
ん
が
、

運
用
資
産
と
な
る
不
動
産
購
入

時
に
状
況
を
十
分
に
把
握
し
て

お
く
べ
き
。
雨
漏
り
や
シ
ロ
ア

リ
被
害
は
な
い
か
基
本
的
な
こ

と
か
ら
家
主
さ
ん
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
行
う
。

賃
貸
す
る
か
ら
に
は
、
ど
う
管

理
・
運
用
し
て
い
く
か
を
見
通

し
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
回
避
す

る
。
そ
の
辺
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ん
か
も
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い

な
と
思
う
ん
で
す
」。
冒
頭
に

出
た
『
物
件
の
質
の
向
上
』
に

つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。
こ
の

点
、
日
管
協
が
昨
年
11
月
か
ら

開
始
し
た
『
賃
貸
住
宅
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
主
任
者
制
度
』
で
得
る

知
識
が
役
立
ち
そ
う
で
す
。

　
「
木
造
も
直
せ
ば
長
く
持
つ

し
、
そ
う
い
う
“
古
民
家
”
然

と
し
た
建
物
が
『
味
が
あ
る
』

と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
。
や
む

な
く
解
体
の
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
更
地
に
し
て
も
放
っ
て
お

け
ば
草
も
生
い
茂
る
し
維
持
費

も
か
か
る
。『
あ
る
も
の
は
最

大
限
生
か
す
』
で
す
ね
」

　

末
吉　

亜
矢
さ
ん
（
す
え
よ

し
・
あ
や
）　

大
学
卒
業
後
に

７
年
間
紀
陽
銀
行
に
。
Ｏ
Ｌ
時

代
に
約
２
０
０
万
円
の
収
益
物

件
を
購
入
す
る
一
方
、
銀
行
を

退
職
し
「
父
の
会
社
（
三
商
）

に
入
っ
て
」
か
ら
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
（
現
宅
建
士
）
資
格

取
得
へ
勉
強
、
宅
建
看
板
を
上

げ
ま
し
た
。
今
か
ら
20
数
年
前

の
こ
と
。
こ
の
間
に
自
社
保
有

管
理
物
件
（
関
連
会
社
２
社
含

む
）
を
１
０
０
件
超
に
拡
充
。

家
主
業
・
管
理
業
・
宅
建
業
を

営
む
現
・
三
商
有
限
会
社
へ
。

　
「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
い
っ

た
提
案
で
、
あ
る
も
の
を
最
大

限
に
生
か
し
て
経
済
を
回
し
て

い
け
れ
ば
い
い
な
」。
地
元
を

愛
し
、
地
元
の
よ
さ
を
生
か
す

循
環
経
済
を
目
指
し
ま
す
。

日管協近畿・各支部等スケジュール
４・11 支部幹事会 ･ 定例会（滋賀）
４・26 近畿Ｂ幹事会（奈良）
５・１ ｢日管きんき｣ 発行

９ ｢相続支援コンサルタント｣ 講習受付
14 支部幹事会 ･ 定例会（京都）

兵庫県支部総会 ･ 研修会 ･ 懇親会 ･
フェニックス共済会推進会議

24 奈良県支部総会
27 支部定例会（大阪）

支部｢新人･若手研修会｣（大阪）
30 大阪府支部総会（Ｈモントレ）
● 和歌山県支部総会
● 滋賀県支部総会

６・５ 京都府支部ゴルフコンペ
11 本部総会（東京 ･ 明治記念館）
17 京都府支部総会（Ｈオークラ）
21 近畿Ｂ総会（大阪）
● ひょうご地域安全まちづくり推進協議会

７・● レディース委員会研修会（大阪）
● 幹事会 ･ 第２回研修会 ･ フェニ

ックス共済会推進会議（兵庫）
９・１ ｢日管きんき｣ 発行

27 近畿Ｂ幹事会（兵庫）
● 支部第２回定例会（大阪）

※ 京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す
まいの相談・ちんたい住宅相談」。

※●は未定を含む。

増
え
る
相
続
相
談
に
勝
機

｢
他
所
に
は
な
い
価
値｣

創
出

日管協和歌山

次代を見据えて
新支部長に聞く

｢
あ
る
も
の
を
最
大
限
に｣

活
用

和歌山県支部新支部長
三商代表取締役
末吉 亜矢氏

三商本社ビル
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 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（（株）ＴＡＫＵＴＯ内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：osaka-bo@jpm.jp

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：hyogo.jpm@gmail.com

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8492 京都市下京区月鉾町 62 番地
住友生命京都ビル 8 階（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp https://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

会員増へ効果あるPR追求
　京都府支部。予想していた会員拡大が思う
ように進まず、入会へアピール度の高い方法
はないかと議論が起きています。出てきたの
が積極的な広報活動。自然増に任せていては
ストップ傾向のまま。活動の活発化には新入
会員増による刺激や女性会員の参加促進と東
京の北沢艶子氏のような人を京都からも出さ
ないとなど。
　安田栄慈支部長は「若い人の活動が存分に
出来るような仕掛けづくりを。濃密な対話空
間を生むようなワクワクする場面づくり。参
加して意見交換すれば何かが起き、気付かさ
れるという場面を積極的につくりたい。それ

を可能にするのが幹部の責任かも─」と。女性会員も
参加し、フリートークで情報交換す
れば話題の幅も増え楽しいし、アイ
デアも出てくる─という考えです。
　行政や一般社会との濃い関係づく
り。同業者との全国視野での交流も
重要。

　日管協近畿ブロックはコロナの時代を経て完全
覚醒の機に。続行中の基本〝会員拡大〟について
は新手法で挑もうとしています。未入会会社への
アプローチには用意する材料も豊富で現実的なＰ
Ｒ活動で臨みます。未加入会社への効果ある方法
として決意させる材料は揃っており、入会を決断
させる年になりそうです。
　近畿ブロックの幹事会で太田卓利ブロック長が
積極的な活動への決意を述べ、近畿ブロックが主
催し展開するイベントの具体化などを発表しまし
た。つまり、各支部の活動と同時に統轄する主催
事業に期待は大です。
　各支部は通常から質の高いイベントを開き、入
場者も多く実績を重ねています。これに加えてさ
らにブロックの存在をアピールし、入会促進につ
なげようとするのが直・主催のイベント。社会と

の一体性が必要と感じ
させる今、この判断は
好 タ イ ミ ン グ で し ょ
う。入会を判断させる
効果に期待です。
　さて、各支部は従来通
り日常活動を活発化さ
せ、経験の積み重ねで稼
働率の高いイベントを続
出させています。コロナ禍中も休むことなく活動は
続けられたが、期待する入会増へは今一歩。今年度
は貯めていたエネルギーを思い切り稼働させ、劇的
入会増を現実のものにしたい思いで一致です。

気になる記事発見 
「ホスピス住宅」とは
　高齢者向け住宅に関した記事があふれる近頃。
長谷工総合研究所発行のＣＲＩ誌に多死社会の到
来と「ホスピス住宅」というレポート記事を発見。
色々な名称のつく高齢者向け住宅の中で、医療依
存度の高い高齢者に向けた生活の場として収益構
造も交え、各種分析も合わせて注目される記事で
した。

編集後記編集後記    
　日銀が３月 19 日、ついにマイナス金利政策を
解除しました。「２％の物価安定目標実現が持続・
安定的に見通せる状況に至った」ことが理由。満
額回答が相次いだ今春闘の結果も決定打になった
のは言うまでもありません。17年に及んだ異例の
金融緩和の修正です。▼「金利のある世界」への
回帰。あとは政府の「デフレ脱却宣言」を待つのみ、
賃金と物価の上昇が続くのかが焦点となるなか、
消費者物価指数（ＣＰＩ）の足を引っ張て来た「家
賃」がここにて上昇トレンドに。消費者も体力を
つけてきたという証です。間近に迫るデフレ脱却
宣言はオーナーにも管理業にも朗報です。

近畿ブロックのイベントにも近畿ブロックのイベントにも
積極参加して…積極参加して…
　紳士然とした振る舞い。変わらぬ微笑で周
囲を和ませる存在。日管協の前会長、末永照
雄氏がこのほど黄綬褒章を受け東京で受賞祝
賀会が行われました。業界トップが集まり盛
大な会になったと伝えられています。
　末永氏は日管協近畿ブロック主催のイベン
トや賃貸住宅新聞社が催す「賃貸住宅フェ
ア」の日管協のコーナーを訪れ、担当者を激
励したり自ら講演を行うなど関西における活
動は熱心で想い出がいっぱいです。
　今回の国家表彰を通じて日管協も次々と人
材が輩出されているのを実感。これを機にさ
らに賃貸住宅管理業の社会認知度が上昇。6

年間の末永氏の功績は大きく、
なんといっても就任時の賃貸住
宅管理業の法制化への努力が思
い出されます。
　近畿ブロックの各支部が行う
イベントには積極的に参加、会
員を励ましたり、日管協会長と
して活動の本質を伝えたり、在任中の関西での動き
は常に活発でした。
　特に不特定多数の業界人が集まる講演では日管協
の存在を示しつつ自らの視野の広さで海外事情の詳
細を伝えたり、海外におけるビジネスチャンスなど
広い見知からの話は人気を集めました。というより
何より日管協という若い組織から受賞者が出たのは
喜ばしいことです。後続も十分期待され、日管協は
歴史を重ね、人材続出で喜ばしい限りです。

●近畿ブロック　新躍動を約束
●直主催のイベントも検討へ

各支部 新年度へ向けてスタンバイ

お知らせ

日
管
協
　
末
永
前
会
長
に
黄
綬
褒
章

在任中、大阪でのイベント
で挨拶する懐かしい写真

議論出放題の京
都府支部の会議

熱い思いが交差する
ブロック幹事会

若
手
の
情
報
交
換
。楽
し
い
場
づ
く
り
こ
そ
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◆◆他他団団体体ととのの強強力力なな連連携携

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心に、

業界最大のネットワークで賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されます。

会会員員数数  11,,990000  社社

◆◆日日本本最最大大のの全全管管協協小小額額短短期期保保険険株株式式会会社社をを活活用用

全管協にご入会いただくことで、（株）全管協ＳＳＩホールディングスの商学短期保険のお取り扱いが可

能となります。少額短期保険としては日本最大の保有件数（140万件超）を誇ります。

業業界界最最大大ネネッットトワワーーククをを活活かかしし、、地地域域社社会会へへのの貢貢献献とと会会員員のの発発展展をを支支援援ししまますす

全全管管協協れれいいわわ損損害害保保険険株株式式会会社社
2021年6月16日設立

全管協グループに損保会社を設立しました。総括契約の取り扱いを開始します！

管管理理会会社社様様がが保保険険契契約約者者かかつつ代代理理店店ととななりり、、保保険険契契約約をを一一括括でで締締結結すするる契契約約方方式式！！

＜総括契約のスキーム＞

全管協れいわ損保
５）毎月の通知・保険料支

払（口座振替）
６）精算（代理店手数料の支払）

１）保険契約
締結

２）暫定保険料の支払

不動産管理会社
（保険契約者・代理店）

１つの契約

３）保険内容の説
明・加入申込書取付

４）保険料相当額の支払

入居者 入居者 入居者 入居者

◆◆全全国国賃賃貸貸住住宅宅修修繕繕共共済済協協同同組組合合設設立立
大規模修繕工事費用に備えるための賃貸住宅修繕共済共済掛金全額を
経費計上できるままっったたくく新新ししいい仕仕組組みみでですす。
賃貸住宅の外壁、屋根、共用部のい修繕をまるごと保証

問い合わせは 03－6275－6707


